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議 事 日 程  （第３号） 

 

令和５年６月16日（金）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．５番 柴田 一雄 

                   ２．17番 神谷 里枝 

                   ３．６番 加藤 治司 

                   ４．15番 荻野 利明 

                   ５．３番 寺田  悟 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で、御報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 本日の質問順序は、受付順により１番 柴田一雄

君、２番 神谷里枝さん、３番 加藤治司君、４番 

荻野利明君、５番 寺田 悟君と決定いたします。 

 初めに、５番 柴田一雄君の発言を許します。 

  〔５番 柴田一雄登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、５番 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） ５番 柴田一雄です。通告書

に従いまして一般質問をさせていただきます。 

 本日、トップバッターということですので元気に

参りたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 主題、湖西市議会議員選挙における投票率向上と

執行管理について。 

 質問しようとする背景や経緯でございますが、本

年は統一地方選挙の年であり、投開票が４月９日と

23日に行われました。投票率は９道府県知事選、41

道府県議選、市町村議員選、町村長選のいずれも過

去最低の結果に終わりました。総務省のまとめによ

ると、４月９日に行われた９道府県知事選の平均投

票率は46.78％、前回の平均投票率47.72％、41道府

県議選では41.85％、前回の平均投票率44.02％、23

日に行われました市議会議員選挙では44.26％、前

回の平均投票率45.57％、町村長選では60.79％、前

回の平均投票率65.11％でした。 

 当市におきましても、４月23日に投開票が行われ

ました湖西市議会議員選挙では、投票率は53.16％

と４年前の投票率59.7％から下降傾向にございます。

市内29か所に設置されました投票所におきましても、

投票率に大きな差があり、投票所が遠い、駐車場が

少ない、投票所の外にポスターの掲示板がないなど

の声も聞かれました。また、実際に選挙運動に携わ

った方々からは、選挙運動用ポスター掲示場が分か

りにくかった。掲示板が倒れていて、ポスターの貼

付けが困難であったなどの声も聞かれました。 

 市議会議員選挙は、国政選挙や首長選挙と異なり

立候補者が多く、多数の方々がボランティアや運動

員として直接選挙運動に関わる機会であり、選挙を

身近に感じる機会でもあります。 

 行政のデジタル化、人口減少少子高齢化が加速す

る時代背景において、選挙の在り方も変革が求めら

れております。 

 質問の目的ですが、投票所の設置要件や選挙運動

用ポスター掲示場の設置要件並びに選挙における実

務の現状を確認し、執行管理について振り返り、投

票率の向上、そして市民の方々へ選挙を分かりやす

く身近に感じてもらうことで、誰もが選挙に参加し

やすい環境を促進するためでございます。 

 それでは質問事項に入ります。 

 湖西市議会議員選挙の投票率をどのように受け止

められていらっしゃいますでしょうか、お願いしま

す。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。総務部長。 

  〔総務部長 田内紀善登壇〕 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 本年４月23日に執行されました湖西市議会議員選

挙の投票率は、先ほど議員の申しましたとおり

53.16％であり、前回の平成31年度の投票率59.70％

と比べまして6.54％の低下となりました。全国的に

投票率の低下が話題となっておりますが、本市にお

きましても選挙への関心が低かったのではないかと

受け止めております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 選挙への関心が低かったので

はないかとの受け止めということでございますけれ

ども、投票率向上に向けて取り組んだことは何か教

えてください。 
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○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 特に、若者の投票率が低いので、主権者教育の一

環としまして、昨日も実施いたしましたが、毎年、

高校生向けに出前講座のほうを実施しております。

少しでも選挙を身近なものと感じてもらえるよう、

実施のほうをしております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） ありがとうございます。ただ

いまの答弁ですと、出前講座等で高校生に向けた主

権者教育ということで御答弁をいただきましたけれ

ども、その結果としまして若者世代の投票率という

のはどうだったのか教えてください。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 10代は32.12％、32.12％、20代におきましては

34.97％となっております。20代は34.97。市議会議

員選挙の２週間前に行われました県会議員選挙の県

内の結果しか集計は出てないんですが、それと比較

しましても県の平均が10代は24.41％、24.41％、20

代は県の平均が23.81％、県が23.81％となっており

ますので、若干平均より本市におきましては高い水

準を維持してきているというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 了解いたしました。ただいま

御答弁いただいた数字から推測しますと、10代の投

票率、そして20代の投票率というのは県内の平均値

よりも高い水準が維持できているということで、効

果があったのかなと理解をすることができました。 

 私たち議員も昨年は高校生議会の開催、そしてこ

れまでも高校生との意見交換会を開催してまいりま

した。若者世代の関心をどれだけ継続させることが

できるか、日頃からの啓発活動が今後の課題ではな

いかと感じております。 

 次の質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○５番（柴田一雄） 投票所の設置数や各投票所の

場所は対象となる有権者数に対して適切であるか、

伺います。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 本市では、選挙当日29の投票所を設置しておりま

すが、県内他市と比較しましても有権者数に対しま

して適切な配置をしてると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 御答弁で伺ったところにより

ますと、適切であるというようなことでございます

けれども、投票所の設置につきましては自家用車を

所持していない方、自動車運転免許証を返納した方、

投票所が遠いなどの理由から投票所へ出向くことが

困難な方もいらっしゃいますけれども、そういった

方に向けての支援はどのようになっているのか教え

てください。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 先ほども申しましたとおり、投票所の数につきま

しては県内各市と比較しましても、有権者数に対し

て適切に投票所のほうを設置しておりますし、施設

に入所されている方や病院に入院されている方につ

きましては、不在者投票制度を活用していただいて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 施設に入所されている方です

とか病院に入院されている方向けの不在者投票制度

ということでございますけれども、不在者投票所の

周知や広報の状況について教えてください。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 周知につきましては、広報こさい、それからホー

ムページで周知を行っておりますし、入場券にも不

在者投票ができる旨の記載をしております。また、

施設や病院では入所している方や入院している方に

対しまして、施設の職員が不在者投票制度の活用に

ついて説明をしております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 
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○５番（柴田一雄） ありがとうございます。不在

者投票所の周知、そして活用ということで広報につ

きましては今後の選挙の際にもこれまで以上に事前

の周知を期待したいと思います。 

 さて、投票日前に投票ができる場所といたしまし

ては、一般的には期日前投票所が開設され、これま

では市内におきましても湖西市役所と新居地域セン

ターの２か所が設置されてきましたが、期日前投票

の投票率、そして立地条件を考慮した際、十分であ

ると捉えておりますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 期日前投票の投票率も伸びてきておりますので、

本市におきましては投票所の設置は十分であると考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 期日前投票の方の投票率も増

えているということで、非常に需要も伸びているの

ではないかなと感じております。 

 他市の事例を紹介しますと、お隣の浜松市ではシ

ョッピングモールに期日前投票所を設置しておりま

す。市民の方々がもっと気軽に立ち寄れるような場

所への期日前投票所の設置や、ほかの事例も申しま

すと島根県浜田市ではワゴン車による移動期日前投

票所を実施しており、有権者の投票の機会を守りつ

つ、投票所運営の住民負担の軽減、投票率の低下防

止にもつなげております。期日前投票所の増設や移

動期日前投票所の導入についてはどのように考えて

おりますでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 湖西市は、地形にも恵まれてまして限界集落のよ

うな場所はありません。先ほども申しましたように、

期日前投票の投票率のほうも伸びてきておりますこ

とから、今のところ増設するなどの見直しは考えて

おりません。現状の当日の投票所の数を維持してい

くことが大切だと捉えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 期日前投票所の増設は考えて

いないとの答弁でございましたけれども、当市にお

きましても誰かの力添えがないと投票所へ出向くこ

とが困難な高齢者の方の声も聞いております。高齢

者の独り住まいも増えてきております。このような

移動期日前投票所の導入など、これまで以上に有権

者の立場に立った投票の機会の確保、そういったも

のを期待しております。 

 次の質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） ３番目ですね、どうぞ。 

○５番（柴田一雄） 選挙運動用ポスター掲示場の

設置要件はどのようになっているのか、教えてくだ

さい。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 ポスター掲示場の数は、公職選挙法施行令により

まして、投票区ごとの選挙人名簿登録者数と面積に

より決まっております。また、配置につきましては

一目につきやすく設置しやすい場所を選定しまして、

そこの地権者の方の御協力をいただきまして決定の

ほうをしております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） ありがとうございます。確認

なんですけれども、有権者の中には投票前にポスタ

ーで候補者の顔を確認してから投票したいとおっし

ゃる方もいらっしゃいます。投票所の外に掲示板が

ある投票所とない投票所がありますが、どうしてか

教えてください。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 先ほども申しましたとおり、できる限り多くの方

の目に触れる場所で、かつ掲示場を設置することを

地権者の方に御了解いただける場所に設置のほうを

しております。 

 したがいまして、多くの方の目に触れる場所が仮

に投票所の前であればそこに設置しておりますし、

少し奥のところに投票所がある場合はそこよりより

多くの人が見れる場所に設置のほうをしております。 

 以上でございます。 
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○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） ただいまの答弁ですと、選挙

運動用ポスター掲示場の設置につきましては、多く

の方の目に触れる場所の確保と同時に、地権者の協

力も必要ということで理解できました。 

 ところで、先日の湖西市議会議員選挙の告示日当

日でございますけれども、掲示板が倒れており、ポ

スターの貼付けが困難であるとの報告がありました

が、掲示板設置の業者選定、設置場所や設置状況の

管理はどのようになっているのか教えてください。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 ポスター掲示場の設置・管理につきましては業者

のほうに委託をしております。今回は、物すごい強

風によりまして倒壊してしまい、大変御迷惑をおか

けし、誠に申し訳ありませんでした。これは言い訳

になってしましますが、私もこれまで何回か選挙業

務を経験しておりますが、４月の時期にあれほどの

強風が吹いたことは今までちょっと経験がございま

せんでした。想定外のことではありましたけども、

大変な御迷惑をかけて申し訳ございませんでした。 

 次回からは掲示板の材質等の見直しも行い、安定

性に重きを置きまして、さらに安全に配慮した管理

に努めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 掲示板の倒れていたというこ

とに関しましては、想定外の強風であったというこ

とで、今後、改善をしていただけるということで確

認をいたしました。執行管理の立場といたしまして、

責任ある管理を期待したいと思います。 

 引き続き、関連の質問になりますけれども、ポス

ター貼りのボランティアをしていただいた多くの方

から、場所によってはポスター掲示場の位置図や一

覧表の住所からは場所が分かりにくかったとの声を

聞きました。 

 他市の事例を申しますと、愛知県豊川市ではグー

グルマップを活用して、スマートフォンから誰でも

簡単にポスター掲示場の番号、名称、場所が一目で

分かるようなシステムが構築されております。当市

における取組はいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 大変いい取組だと思いますので、本市におきまし

ても導入に向けて検討のほうを進めてまいりたいと

思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 導入に向けて検討したいと思

いますということで、次回の選挙に向けては期待を

してもよろしいのかなということでいいのでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 次回から、次回というか次の選挙から導入できる

よう努力してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○５番（柴田一雄） 前向きな、大変心強い答弁を

いただけたと理解をしております。 

 当市といたしましても市長自らデジタルファース

ト宣言を行いまして、近隣市町に先立った行政のデ

ジタル化に取り組んでいる最中であると思います。

選挙の執行管理の分野におきましても、先進的な行

政のデジタル化を期待しております。 

 選挙における投票率の向上は国を挙げての課題で

ありますが、特に市議会議員選挙につきましては有

権者にとって身近な方への投票行動となりますし、

運動員やボランティアとして多くの市民の方が選挙

に携わる機会であり、選挙を身近に感じる機会でご

ざいます。有権者の１票を守る市の姿勢が投票に対

する住民の市政参画への意識向上にも貢献できるの

ではないかと思っております。市議会議員選挙の後

のこの時期こそ、選挙の執行管理について振り返り

見直しをする貴重な機会であると思います。 

 本日は選挙の投票率向上と執行管理について質問

をさせていただきましたが、市政に関心を持ってい

ただくことは私たち議員にとっても重要な課題でご

ざいます。今後も引き続き、議会と行政が両輪とな

り、この課題に取り組み、市民の方々へ選挙を分か
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りやすく身近に感じてもらうことで、誰もが選挙に

参加しやすい環境が促進されるのではないかと思い

ます。住民一人一人の市政への参画意識の向上が、

これからの湖西市の発展には必要不可欠でございま

す。今後の当市の発展を願って、私の一般質問を終

わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で５番 柴田一雄君の一

般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 次に、17番 神谷里枝さんの

発言を許します。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、17番 神谷里枝さ

ん。 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝でございます。

通告に従いまして、交通弱者対策の促進について一

般質問をさせていただきます。 

 質問しようとする背景や経緯でありますが、湖西

市地域公共交通計画において、職住近接を促進する

ためのポイントの一つとして、住環境の整備が挙げ

られております。公共交通は、買物や通勤、通学、

通院など、市民生活において欠かせない役割を担っ

ており、地域のくらしと産業を支え、豊かで暮らし

やすい地域づくり、住みたい、住み続けたい湖西市

のまちづくりを進める上で、公共交通は欠かせない

存在です。持続可能な公共交通網の形成を図るため、

コーちゃんバスの現行の運行体制の見直しやデマン

ド型乗り合いタクシー、コーちゃんタクシーの運行

区域を市全域へ拡大するなど、ニーズに応じたきめ

細かな公共交通サービスを提供することで、利便性

と持続可能性の両立を目指した施策も展開されてお

ります。さらには、75歳以上の高齢者に対するバス

及びタクシー利用料金の助成のほか、運転免許証を

自主返納された方に２年間の無料乗車券の交付も行

っておりますが、高齢化が進む中、返納者数も年々

減少傾向にあるようです。 

 また、令和２年度に経済産業省が行う「地域新Ｍ

ａａＳ創出推進事業」の先進パイロット地域に選定

され、鷲津駅と新所原駅周辺地区にて実証実験、令

和３年度には市の公式ＬＩＮＥから乗車予約し、市

内事業者と連携した消費誘導の取組なども行われて

おります。このように、担当部署は各種施策をはじ

め、市民ニーズに応えようと日々御努力されている

ことは重々承知いたしておりますが、交通弱者から

は不満の声が多く、総合計画におきましても施策ニ

ーズは重要度も満足度も低い分野となっており、費

用対効果がいま一つ感じられません。 

 このようなことから、湖西市は旧６か町村がその

まま点在している地形で、なかなか利便性の高い公

共交通の整備は難題と捉え、まずは現時点での交通

弱者の移動手段の支援を手厚くしてはいかがと考え、

質問させていただきます。 

 質問１、コーちゃんバス及びデマンド型乗り合い

タクシーにおける市民ニーズの現状と課題、今後の

方針をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 議員からもおっしゃっていただいたとおり、やは

り湖西市にとっての公共交通というのはもう欠かせ

ない存在であるというのはまさにおっしゃるとおり

で、これは様々な今おっしゃった高齢者の方ですと

か交通弱者の方、お子さんたちが、小学生がコーち

ゃんバスで登下校したりということもありますので、

ここは欠かせない存在だということは全くおっしゃ

るとおりだと思っております。 

 であるがゆえにといいますか、様々な御要望があ

って、非常にそこはこれから申し上げますけれども

非常に難しい課題を抱えている、もちろん湖西市だ

けではありませんけれども、公共交通に関してはど

この市町村も悩みながらといいますか、改善を重ね

るしかないかなというふうに思っております。 

 コーちゃんバスとコーちゃんタクシーと２つまず

はお話ありましたので順番にと思いますけれども、

コーちゃんバスに関しましては、御案内のとおり路

線バスとしての運行をさせていただいております。

かつては、僕も子供の頃とか国鉄バスに乗って幼稚

園とか行ってましたけれども、国鉄バスがありＪＲ

バスがあり、最近までは遠鉄バスがありましたけれ

ども、こういった事業者の方々の運行が撤退により
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なくなってしまって、今こういった行政によるコミ

ュニティバスという形になっております。いずれの

形にしても、路線バスというのはあくまでも路線で

すので限界がありまして、運行経路がどうしても長

くなってしまって、先ほどの行政区域の話もありま

したけれども運行経路が長くて、当然そうするとユ

ーザーの方の目的地まで長い時間がかかってしまう

ということがあったり、当然交通空白の時間が生じ

たりしてしまうと、経路が長いということは結果的

にそうなってしまうというものもあります。 

 また、これも議員からもあったかもしれませんが

様々な御要望がありまして、当然それに、市民の

方々からの御要望にお応えしようと担当者の皆さん

が知恵を絞っていただいております。例えばＪＲの

駅に向かうバスとかは上りと下りの電車があるので、

上りの電車に合わせていくと下りまでの待ち時間が

長いと言われたり逆のことが言われたりで、それを

相互にダイヤが入れ替わったりというようなことも

過去には行ってまして、結果的にそういった様々な

要望に、相反する要望みたいなのもやっぱりあるも

のですから、それにお応えしようと思うとダイヤが

結果的には複雑化したダイヤになってしまうという

ような、結果的に分かりにくと、それだけをぱっと

見た方にとっては分かりにくくなるというような非

常に難しい課題も抱えておりますので、結果的にも

ちろん無限にダイヤを増やしたりとか本数だとか、

停留所を増やすということができればいいんですけ

れども、これもやはり限られた財源の中でいかに知

恵を絞るかということになってきますので、結果的

にはやはり利用者数が伸びなかったり満足度も低い

というのはさっき議員から御指摘があったとおりで、

その中で何とか停留所まで遠いものをどうするかと

か、本数が少ないものをどうしていくかと、利用者

の方の御要望に近づけていくかというのは、継続し

て知恵を絞っていかないといけないかなというふう

に認識をしております。 

 もう一点のコーちゃんタクシー、これはデマンド

型の乗り合いタクシーということで、数年間、試行

錯誤を重ねて、もともとはやはりコーちゃんバスだ

けでは限界があるというのはさっき冒頭申し上げた

とおりですので、その改善のためにということでさ

せていただきました。 

 最初は、白須賀地区からの御要望が一番多かった

ものですから白須賀地区で始めさせていただいて、

そこから今度は白須賀に加えて北部地区、今はいわ

ゆるＪＲの駅周辺一部を除いて市内全域、原則でと

いうことで拡大をさせていただきました。これは路

線バスと違ってドアｔｏドアで、まさにタクシーに

近いですけれども乗り合いな形なもんですから、タ

クシーよりは安い価格でということで、そういった

ドアｔｏドアかつタクシー乗り合いということでの

サービスの改善を目指して今、試行錯誤しながら改

善を重ねさせていただいております。 

 やはりこれも運転免許証を、議員からあった返納

された高齢の方からもコーちゃんタクシーを利用し

たいというお声は各地域、これはＪＲの駅の周辺で

もいただいております。ですので、順次今、運行範

囲といいますか運行地域を拡大してまいりましたけ

れども、やはりこれはコーちゃんバスと併せてです

けれども使い分けだというふうに思っておりますの

で、ユーザーの方々の御要望にどれだけこういった、

一つの政策ではやはり、一つの手段といいますか単

独の手段では限界がある中で複数の選択肢、なるべ

く多くのメニューを御用意させていただいて、市民

の皆様、特に議員がおっしゃる高齢の方だとか交通

弱者にとって、運転免許の返納後も病院に行ったり

とか買物に行ったりですとか、そういったニーズに

合った御利用・御活用がいただけるような改善を図

っていかないといけないと思っております。 

 繰り返しになりますけれども、やはりなるべく分

かりやすい路線だとかダイヤをつくっていくこと、

デマンド型のコーちゃんタクシーにおいては運行エ

リアの拡大ということで、ＪＲ駅の周辺も含めた市

内全域に早急に拡大したいと思っておりますし、こ

れは結果的に需要が増えるということですので、遠

鉄タクシーさんに関しましてもここは協力的になっ

てくださってます。もちろんタクシーの台数の総数

がありますので、そこを今、協議させていただいて

おりますけれども、早期に全ての地域という形でな

るべく利用者の方々の御要望に沿った形でというふ
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うに思っております。 

 当然なかなか完璧なものは、公共交通でというの

はまだまだ改善途上だとは思っておりますけれども、

類似のコーちゃんタクシーみたいに、今新しく始め

て数年のものもありますので、様々な形を組み合わ

せて、後でまたＢａａＳの話なんかも出てくるかも

しれませんけれども、今ある手段だけではなくて新

しい取組をチャレンジをしながら改善を重ねていき

たいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん、いかがですか。 

○17番（神谷里枝） 御答弁ありがとうございます。

まずは、市長が御答弁くださるとは予期もしていな

かったのでちょっと動揺しまして、どのように組み

立てていこうか悩んだところであります。 

 まずは、コミュニティバスまたデマンド型乗り合

いタクシー、１問目の質問に対してのお答え、総括

しますとなかなかそれぞれのニーズに対応するのは

難しい、そういった中でも使い分けをしながら一つ

の手段ではなくていろんなメニューを組み合わせな

がら市民ニーズに応えていきたいっていう、それか

らあとは分かりやすいダイヤとか路線のパンフレッ

ト、そういったものを活用してやっていきたいよっ

ていう内容だったと思います。 

 最後の御答弁の中に、新しい取組にもチャレンジ

したいっていう御発言、御答弁がございました。そ

ういった中で、私も今回いろいろ資料を調べていた

んですけども、そうしましたらやっぱり全国どこで

も狭い道路でなかなかバスが行けないとか、やっぱ

り費用対効果云々っていうことがあって難しいよと

いうところで、もう十分、担当部署は御承知のこと

と思いますけども、国交省のほうでグリーンスロー

モビリティっていう小型ＥＶ車両を導入して、時速

20キロぐらいで公道を走ることができる電気自動車

を活用して移動サービスの実験、いろんなところで

やっているという情報がありました。利用料も１回

100円とか地域によって違うんでしょうけども、そ

ういったこともあるということで、湖西市も例えば

ですけども地域を挙げては失礼かもしれませんけど

も、よく大知波の方などもなかなか狭い道路で、本

当にバス停まで行くのが大変というお声があるのは

事実でございますので、湖西市もまだこの事業にチ

ャレンジできるんであれば、これに手を挙げて実証

実験に取り組んで、大知波地区の中をこの小型ＥＶ

車両で回って、どこかの拠点まで利用者を運んでい

く、別に10人でなくてももう少し少ない人数でもい

いのかなとも思ったりもします。ですので、そこら

辺を御検討していただきたいなと思うことと、もう

一点がやはり、まずはそこの点についてどんなお考

えでしょうか、お伺いします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 グリーンスローモビリティの話も、僕も今出てく

るとは思わなかったんで何もないんですけど、グリ

スロに関しては既に始めさせていただいております。

政策参与で森田創さんって最近、湖西市の政策参与

になっていただきましたけれども、グリスロを例え

ば焼津市だとかでもやっていただいてまして、湖西

市でもという話もいただいておりますので、当然今、

経産省とかと連携してやっておられる事業ですから、

そこを採択いただきながら、今大知波の話ありまし

たけれども、どこの地区でやるのか、あとはどうい

った運行するのがいいのかというのはこれから検討

になりますが、まさに今始めているところで、例え

ばちょうど今年、今新居弁天のわんぱくランドの跡

地を含め、前の冒頭、所信表明でも申し上げました

けれども、再開発が今始まっているところで、そこ

までの例えば自家用車以外のアクセスということも

課題というか話題になっていますので、そこで例え

ばグリスロを活用するだとか、そういったアイデア

も今生まれております。なので、グリスロに関して

は今始まっているというふうに御認識をいただいて、

またなかなか今、相手方もあったりとか決まったこ

とがあるわけではありませんので、今鋭意、前向き

に進めさせていただいてますということで、改めて

お話をさせていただければなというふうに御理解い

ただければと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。やは
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り、湖西市の地形を考えますときめ細かに動けるよ

うなもので対応していかないと、なかなか市民の満

足度って上がってこないのかなと思いますので、ぜ

ひ積極的に取り組んでいただければと思います。 

 次、２問目に行きます。 

○議長（馬場 衛） ２問目ですね、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） すみません。ＢａａＳ事業に

ついての現状と課題、今後の方向性をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これも議員のほうから冒頭御説明いただきました

けれども、もう数年前ですかね、市内の製造業、モ

ノづくり企業10社の研究会を発足いただきまして、

やはり湖西市ならではということでこういった企業

との連携をさせていただいて、地域住民の方々に企

業の、従業員の方が乗るシャトルバスにということ

で、全国初めて実証実験を始めさせていただきまし

た。今は実際に従業員のバスを持ってというか、今

活用させていただいてるのが４社、デンソーとかＰ

ＥＶＥ・プライムアース、ソニーと浜名湖電装です

か、４社のバスを活用させていただいてます。令和

２年度からですのでもう３年、今年がこれからやっ

て４年目になりますけれども、それまでには、当然

初めての試みですので様々な、やってみて改善だと

か、それを今模索しているところになっております

けれども、まずはやはりこれも乗車予約が必要です

とか、コーちゃんバスみたいにその停留所に時間に

行けば来るというだけではなくて、そういった予約

をしなきゃいけないというような、これはもちろん

いろんなこういった全国的な取組でも予約の問題は

ありますけれども、予約の煩わしいという御意見も

いただいてますし、そもそもやっぱりデジタルでな

るべく、ＬＩＮＥを使ってやりましょうみたいなこ

とも始めてるんですけれども、そういったスマホと

かにまだ慣れていない方ももちろんいらっしゃると

いうのは認識をしています。また当然、企業の本来

は従業員の方々の移動だとか通勤のためのバスです

ので、企業の方々に大変な御協力、御尽力をいただ

いておりますので、それを継続していくということ

が、ざっくりとそういった課題があるのかなという

ふうに思ってます。これは非常にでも、理解も深ま

ってきたりですとか、地域によっては自治会を挙げ

て協力いただいて、実証実験に参加してくれたりと

いうところもありますし、県を越えて豊橋市のほう

はもともと豊橋市のほうから、浅井市長からも豊橋

市のほうまで走っていただけないかっていうお声を

いただいて、今は愛知県の豊橋市のほうまで運行を

延ばしているというような実験もさせていただいて、

企業としても大分、その工場と工場とかＪＲの駅と

工場を結ぶ、会社を結ぶだけではなくて、少しずつ

でもドアｔｏドアに近づける、時間に余裕があると

きにはそういった住民の方の利便性を向上させると

いうような取組もいただいてます。これはやはり、

議員の方からもあったＭａａＳの取組は一環として

始めていますので、今はまだまだ従来型の従業員の

方のシャトルバスで運行させていただいてますけれ

ども、これから少しずつやっぱりこれもＭａａＳの

取組の改善を重ねていって、例えば今ほかでも行っ

ているような自動運転ですとか電動化もそうですし、

そういっただんだん車、モビリティそのものも変わ

っていきますので、その中でどういった形で住民の

方々に企業の協力をいただいてサービスを提供でき

るか、そういったものも継続しながら改善を重ねて

いきたいと思っています。なかなかこれも企業の運

行ルートといいますか時間といいますかですので、

なかなか自由にというわけにはいかないのは、なの

でさっきもちょっと、前のに戻りますけれどもコー

ちゃんバスがいいのか、デマンド型のコーちゃんタ

クシーがいいのか、このＢａａＳがいいのかという

のは、御自身が買物とか病院とか行きたいところ、

それに応じて使い分けていただく、なるべくそこに

対して近づけるような、ニーズに近づけるような改

善は当然行政としても行っていくということが必要

だと思ってますので、今までどおり今の企業のシャ

トルバスをそのままだけではなくて、例えば減らす

こともあるかもしれませんけれども、細々とでもこ

のＢａａＳそのものは続けていきながら、電動化や

自動運転に対応したようなＭａａＳ事業の継続が図

れるようなことを続けていって、やはり新たな移動

サービスを目指すということは、もともとのモネ・
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テクノロジーとやったときもそうですし、これは地

元の企業さんの御協力をいただいてということです

ので、その中でできる限り住民ニーズに合った改善

を重ねていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 御答弁ありがとうございます。

やっぱりこの企業さんのバスのシャトルバスを利用

するということで、前回、前の建設環境委員会で試

乗したんですね、メンバーで。二川中原でしたかね、

そこまで移動してそこからアスモさん経由で新所原

の杏林堂さんの辺まで乗ってきた記憶があるんです

が、やっぱり今市長もおっしゃいましたように予約

が大変っていうのがまず大前提にありました。最近、

またそこを通ってみましたら、もう中原のバス停は

なくなっていたように思うんですけども、私の勘違

いでしたらごめんなさい、バス停のマークがなかっ

たように、いいです。いいんですが、そんなような

気もして、なかなか定着していくっていうか、利用

者さんの利便性を図って移動してるのか分かりませ

んけども、行ったメンバーで少し休憩をしていたら、

バスが来る時間に間に合わなくなってしまって、キ

ャンセルっていう形になったときに、大変申し訳な

いですが職員の方が同行してくださってましたので、

そこで事なきを得たんですけども、やはりそれが個

人個人の方、また御高齢の方等が利用していくとな

ると、やはりこの予約制っていうのがネックになっ

てくるのかなっていう気はいたしております。湖西

市の状況から企業さんのバスを利用して連携を取り

ながらっていうのは湖西市、本当に湖西市の一つの

特色であるかなっていう理解はしておりますけども、

そういった中でもやはり一番利用者にとってちょっ

と負担になっているというのが予約制かな思います。

市のほうの資料から見ましても、このＢａａＳ事業

については自動電話の受付サービスはほとんど利用

がないっていうようなことも掲載されておりました

し、無料の間は湖西市の方も利用された方がいらっ

しゃるけども、有料になったらほとんどいませんよ

とかっていうこともありました。 

 免許返納者に関しましては、いずれ返したら利用

したいよという御意見もあるようですけども、そう

いった中でやはりＭａａＳ事業全体として考えると

きに、企業さんのシャトルバスというのはそれなり

の大きさが必要だから致し方ないかもしれませんけ

ども、また湖西市の一つの公共交通の施策として、

これも全国至るところで取り組んでおりますけども、

ＡＩ（人工知能）を活用した予約制のバスの運行と

いうことです。予約が入ると人工知能（ＡＩ）が効

率的なルートを判断して動いていくということです。

路線やダイヤが決まっていた従来のコミュニティバ

スの代わりに導入され始めて、実証実験もされてい

るようです。こういったことに取り組んで利便性の

向上を図っているそうです。スマートフォンや電話

で予約でき、使いたいときに利用できるのが特徴に

なるそうです。乗車場所はきめ細かに決めることも

できるということです。予約するとここの市、松江

市でしたけども予約すると10人乗りの車両が到着し

て１回200円で、月曜日から金曜、平日朝７時から

夜６時までっていうふうに取り組んでいるっていう

ことです。やっぱり自家用車での移動が中心の地域、

湖西市も確実にそうですので、高齢化が進む中、こ

ういった免許を返しやすい環境とかそういったこと

も配慮していく中で、こういったことも一つの事例

として、今後、湖西市としても調査研究されてはい

かがかなと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 最初にあったバス停の件は、多分というか実証実

験の期間ということであれは設定させていただいた

ので、今の実証実験やってない期間は多分今は片づ

けてるということだと理解をしています。なので、

今年またやるときにやると、そこのルートには停留

所が置かれるというふうに思ってますので、そうい

う理解でいただければと思いますけれども、次世代

ＭａａＳに関しましては全国各地で、さっきのグリ

スロもそうですけれども実証実験も含めて地域に合

った、模索しながらやはり今取り組んでるところと

認識しています。さっきの松江市の例もそうですし、

この前永平寺なんかではレベル４の自動運転も始ま

ったりしていますので、そういったものを湖西市で
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できる取組というのは、もちろんさっきのＢａａＳ

もそうですけれども、コーちゃんバスとコーちゃん

タクシーとＢａａＳだけがもちろん万能ではないで

すし、それで完璧なものとは思っておりませんので、

何ができるか、何をすべきかなのかというのは、こ

れは運転免許を返納した方でありますとか、子供た

ちの交通手段はこれはこれで今後、学校再編の中で

スクールバスなんかも考えていかないといけません

し、今の手段を続けるというよりもやっぱりニーズ

に合ったものをつくっていくことが必要だと思って

いますので、次世代ＭａａＳに関しましても浜松な

んかで言うと今度は医療なんかにもそういったもの

を活用されていますから、自分たちというか住民の

方々が乗って移動してもらうというのはもちろんで

すけれども、それ以外に病院とか買物に関しては地

域のほうに、移動販売も含めて来ていただくような

ものもあろうかと思います。だから、ＭａａＳを活

用して移動していただくものと、逆にそういった効

率的な運転の中で企業だとか事業、小売店も含めて

ですけれども移動販売みたいな形でお家の近くまで

来ていただく、そういったものを組み合わせていく

のが大事かなと思っていますので、議員のおっしゃ

った全国各地での実証実験は湖西市で取り入れられ

るものだとか、これをやってみようというものがあ

ったらまた具体的におっしゃっていただいたり、

我々も研究を重ねていきたいなというふうに思って

おります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。そう

しますと、今湖西市の地域公共交通計画ですか、こ

れが令和４年から７年までになってると思うんです

けども、これは引き続きまたそれ以降もこの計画を

立てて、湖西市の地域公共交通会議が主体となって

この施策を進めていくということでよろしいでしょ

うか。 

○議長（馬場 衛） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 おっしゃるとおりで、ここの計画そのものは現時

点でのもちろん計画もありますし、そういったやっ

ぱりＭａａＳに関しては非常に足が速いもんですか

ら、スタートアップ企業なんかも含めて実証実験や

りましょうみたいなお話は来たりすることもありま

すし、それがニーズに合ってるものであれば計画の

改定なんかも必要かなと思っています。この公共交

通というか公共交通会議が、あんまり議会で言うと

あれですけど、非常に旧運輸省の規制行政で時間が

かかるっていうか公共交通会議にかけるだとか、さ

っとやろうとしてもなかなか３か月前、６か月前ま

でに運輸局に免許を出しなさいみたいな、非常にそ

この国の規制緩和が必要かなとは思ってますけれど

も、この時代ですのでそういった技術を持ったとこ

ろとマッチングができれば新しい取組も含めて、計

画の改定も含めて考えていかなきゃいけないという

ふうに思っております。現時点で何かというわけで

はありませんが、これはかなり様々なものは全国で

もそうですしお話があることもありますので、お互

いに勉強して研究していかないといけないと思って

おります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。 

 では次の質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） ３番、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 質問の３番目です。公共交通

網の整備が整うまで、誰もが安心・安全で住みた

い・住み続けたいまちづくりのための住環境整備の

促進に向け、バス・タクシー利用料金助成の対象年

齢の引下げや金額の増額を図ってはと考えますが、

市のお考えをお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 今後、高齢者の人口は増加することが見込まれて

おり、運転免許証の自主返納による移動手段の確保

を必要とする高齢者も増えるものと見込んでおりま

す。また、対象者の増加により助成額も増えること

が想定されます。 

 議員御提案の対象年齢の引下げにつきましては、

現時点では考えておりませんが、例えば介護認定や

障害の有無、所得や運転免許証の返納などを要件と
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することで、対象年齢を限定し、助成額を増額する

という方法も考えられます。 

 いずれにいたしましても、公共交通など他の事業

とのバランスを考えながら、時代に即した制度とな

るよう研究してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 御答弁ありがとうございます。

なかなか予算をつけてほしいという質問に対しては

いいお返事はいただけないというのは承知をしてい

ますけども、やはり近隣市町も十分調査していらっ

しゃると思いますけども、やはり今回、子育て支援

の関係でも豊橋市さんの状況に合わせてすぐ条例の

一部改正、補正予算というふうに進んでいるわけで

すけども、この豊橋市さんでも諸条件はあります。

諸条件はありますけども１か月5,000円、それから

浜松市さんは7,000円っていう金額で、今部長の答

弁にありましたようにいろんな条件が設定されてお

ります。そういった中で免許返納者に限るとか、本

当に介護認定とか障害者手帳云々ということがある

かと思いますが、要するに私たちは今困っている方

から御意見をいただいているわけですので、あまり

先送りせずに少しでも市民の皆さんが湖西市でよか

ったねって、住みやすくなったねって言ってもらえ

るようなサービスの提供をしていただければという

ふうに考えております。 

 今、年間2,000円のタクシー利用券が出ていて、

約半分の方が申請されて、その半分ぐらいの方が多

分利用されているんではないかと思います。決算額

が430万円ぐらいでしたかね、考えていくとそのぐ

らいの利用ということです。確かに利用したい人も

増えていきますし、これ一例ですけども例えば湖西

病院で診療を受けました、処方箋は病院から薬局の

ほうに回っていくんですけども、その場でもらえる

お薬ではなくて調合してもらったりするとまた時間

を置いてわざわざ取りに出かけかけないといけない、

なかなか年を重ねてくると自分では行けないので、

同居している家族なり、また何かの方法で取りにい

かなければいけないっていうこんなような状況も確

実にあるわけですので、やはり湖西市ももう少し高

齢者や交通弱者に優しい施策を考えていただきたい

なと思っております。 

 次に移ります。 

○議長（馬場 衛） 質問の途中ですけど、開会か

ら１時間過ぎましたので、ここで休憩を取りたいと

思います。再開を11時15分とさせていただきます。 

午前11時00分 休憩 

───────────────── 

午前11時15分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 引き続き、17番 神谷里枝さんの一般質問を行い

ます。主題１、質問要旨４番目からとなります。神

谷里枝さん、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） 最後の質問になります。重度

心身障害者タクシー料金助成制度が施行されていま

すが、高齢化による家族の負担軽減、社会参加の推

進を図るため、対象者の見直しなどによる緩和を行

うことについてお考えをお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 重度心身障害者タクシー料金助成の対象となる方

をはじめ、障害をお持ちの方は御家族の支援により

社会参加ができている現状があり、支援されており

ます親御さんの高齢化は喫緊の課題であると認識を

しております。 

 重度心身障害者タクシー料金助成制度の助成対象

者の拡充は、障害をお持ちの方の社会参加と御家族

の負担軽減のためには必要であると考えますが、現

行の障害を持たれる方全ての助成制度について、適

正な判断に基づき助成しているのか、将来的な増加

見込みなどからその必要性を判断し、偏りのないバ

ランスの取れた制度とする必要があります。制度が

本当に支援を必要な方を支えられるものとなるよう、

障害を持たれている方全ての助成制度を精査し、見

直しも同時に進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん、どうぞ。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。要す

るに、今の御答弁ですと障害者福祉の全ての制度を
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見直していきますよ、そういった中で今回私が質問

さしていただいてる件も考えていきますよというこ

となんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） 議員の御意見のとお

り、全体の中の一つとして見直しを進めていきたい

ということで考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。全体

の中のというと、本当に高齢者福祉にしろ障害者福

祉にしろ一般の方にしろ、すっごくメニューは多い

し幅広いしっていう中で、まず一つつまんでこうい

ったことをまずは手をつけてはいかがですかという

ことでお聞きしているんですけども、全ての制度を

見直すというとどのくらいの期間を要するんですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 全てというか、障害に関わる事業についてという

ことの見直しの中でということで考えております。

これにつきましてはすみません、期間については現

状、ここでいつまでにというちょっと答弁ができな

くて申し訳ございませんが、なるべく早い段階で費

用対効果も考えながら、障害に合ったサービスがそ

れぞれの障害の程度で受けられるような制度、バラ

ンスのよい制度になるよう見直しを図ってまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますといつからそうい

った、担当課として何が課題であって何をどう変え

ていったらいいかとかという、そういう調査研究も

今年度もう取りかかるとか、今後、取りかかってい

くのか、せめてどのくらいの間に見直し、障害者施

策に関して見直していくのか、そういったお考えを

お持ちなんでしょうか、今ちょっとないっていうよ

うなことでしたけども。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 例えばになりますが、療育の部分につきましては

今年度中に精査をするというような目標を持って実

施をさしていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 一つ今、明確なお答えがいた

だけたわけですけども、３障害ありますしいろんな

制度、湖西市の助成の基準というのを見直していく、

先ほどの３番目の質問も一緒ですけども、他市の状

況も鑑みながら湖西市の対象者を絞っていきますよ

ということでありますけども、何にしましてもこれ

も先ほども申し上げましたけども、やっぱりあんま

り先にならないうちに３障害含めまして、いま一度

精査して、障害のある人もない人も住みやすい湖西

市になるように取り組んでいっていただければと思

っております。 

 去年ですかね、同僚議員が精神の方の通院費用の

助成でしたかね、質問されて意外と早く取り入れら

れた経緯もあるかと思っておりますので、できるこ

とはなるべく早く取り組んでいただきたいと思って

おります。 

 以上でお願い申し上げまして、最後にやっぱり今

湖西市も公共交通利用の向上を図るため、先ほど市

長のほうからもございましたように、推進など利便

性の向上に向けた検討をさらに推進していただきた

いと思いますし、令和６年度の目標値も計画の中に

挙げられております。目標値を達成せよとは言いま

せんけども、なるべく近づけるようにいろんな情報

をやっぱり集めて、いろんな方の御意見を取り入れ

ながらより住みよい湖西市になるよう、考えていた

だきたいと思います。また、全般ですけどもゼロカ

ーボン化の推進っていうことで、先ほども言いまし

たように軽自動車並みの小型ＥＶバスの導入など、

やっぱり湖西市もゼロカーボンを推進していく上で

は、こういった情報も積極的に取り入れて、湖西市

としての公共交通網を整備していっていただくこと

をお願い申し上げまして、私の質問を終わります。

どうもありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で17番 神谷里枝さんの

一般質問を終わります。 

───────────────── 
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○議長（馬場 衛） 次に、６番 加藤治司君の発

言を許します。 

  〔６番 加藤治司登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、６番 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） ６番 加藤治司です。よろし

くお願いします。 

 主題はごみ焼却施設再稼働に伴うごみ出しルール

の変更についてであります。 

 質問しようとする背景や経緯ですが、令和６年２

月からごみ焼却設備を再稼働する計画であり、現在、

ハード面・ソフト面で準備を進めていますが、令和

６年４月からはいよいよ市民生活に影響の大きいご

み出しルールが大きく変更される計画です。 

 その内容ですが、１つ目は資源物として回収して

いたプラマーク品、白色トレー、剪定枝・竹・草は

燃やせるごみ、可燃物として出します。２つ目は、

新たに45リットルの燃やせるごみ袋を導入する。３

つ目は、湖西地区ですけども24時間いつでも出せる

資源物回収拠点の使用を停止し、資源物（ペットボ

トルとか飲料水缶・瓶）は決められた日に出す。以

上の３点をまとめますと、可燃ごみの容量がおおよ

そ1.5倍になり、湖西地区での資源物回収がいつで

もから決められた日に出すの２点に絞られると思い

ます。このような大きな変更となる新ルールに基づ

いて、新所・白須賀・橋本地区のごみステーション

で１か月間のトライアルを実施し、新ルールの評価

と住民へのアンケート調査を行った結果、課題とし

て１つ目に、可燃物の種類が増えることに対し、狭

いごみステーションでの容量不足の検証が必要、２

つ目に、ペットボトルの回収はコンテナまたはネッ

トプラスコンテナがよいとの報告がされていました

が、廃棄物対策課への確認でペットボトルはネット

回収とのことを確認しました。 

 検証結果の問題点や課題は表現がやんわりとして

なっていますが、最近の広報こさい５月12日号、ご

み出しルールを守ろうのページにもありましたよう

に、現在のごみ出しルールでも守らない市民が多く

いて、ごみステーション近くの住民は大変迷惑をし

ており、新ルールの市民への周知と協力が非常に重

要であります。 

 質問の目的ですが、先ほどルール変更のポイント

で説明しましたが、可燃ごみの容量はおおよそ1.5

倍になる、湖西地区での資源物回収はいつでもから

決められた日時にというごみ出しルールの実施にお

いて、市民の絶大なる協力が得られるように、ルー

ルを守ろうとする人への環境整備、これは分かりや

すく言うと、ごみステーションへごみを持っていっ

たときに入らないというような状況を事前に確認し

て改善する。守りたくても守れない人への対応、こ

れを例えば仕事で勤務時間の都合とか高齢者でごみ

ステーションが遠くてそこまで運べないとかそうい

う方への配慮。あと、守らない人への対応、これは

いろいろやんわりとした守ってくださいという表現

もありますけども、やはり厳しい面も見せないとな

かなか守ってくれないじゃないかなというふうに思

います。あと、市民への周知とか協力依頼について

確認をしたいと思います。 

 １つ目の質問に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○６番（加藤治司） プラマーク品、白色トレー、

剪定枝・竹・草等の可燃ごみ化等に伴い、45リット

ルサイズのごみ袋を導入するなど、ごみ容量が大き

く増加するが、狭いごみステーションでの容量不足

の検証はどのように実施しましたか。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。環境部長。 

  〔環境部長 石田裕之登壇〕 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 令和３年度に市内３地区におきまして１か月間、

新ごみ出しルールについて検証を行っております。 

 この検証において、アンケートやごみステーショ

ンの状況視察によりまして、容量に問題ない結果と

なりました。しかしながら、全てのごみステーショ

ンが問題ないというわけではございません。収集業

者からの聞き取り、あと現場確認、そちらから現段

階でごみステーションの容量が不足している箇所に

ついて把握しておりまして、地元自治会と増設など

の協議を現在進めているところであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 
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○６番（加藤治司） 今、対応を進めているという

御回答でしたけども、ごみステーションは市のほう

の資料で確認しますと、湖西地区に500か所、あと

新居地区に200か所あるとのことです。その中で、

我々地元でざっと見ても容量が1.5倍になったとき

容量不足になりそうなところは相当あります。そう

いう観点からもう少し、そのごみステーションには

何軒の人が持ってくる予定で、平均その袋の容量が

今の1.5倍になると今のままで入り切るかどうかと

か、そういうもう少し数値的な裏づけがあるような

調査の検討をしていただきたいということで、例え

ばそういう調査をしてランクづけして、ここは大丈

夫とかここはぎりぎりです、どっちになるか分から

ないとか、あと早急に改善が必要とかそういう、合

計700か所あるとこを、まだ10か月ありますから一

つ一つ検証していただいて、来年の４月以降、住民

が大きなトラブル、地区でトラブルにならないよう

にしていただきたいと思いますけど、いかがでしょ

うか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 現在でも実際、鉄籠からあふれている状況という

のは、廃棄物対策課のほうでも把握して、写真を撮

って地域の自治会との調整を進めております。約20

か所ほどございます。さらに今、議員おっしゃった

ように今後、当然ごみの数が増えるということで、

そういったことを予測してそういった調査をかける

という必要もございますし、今後、地域の皆さんと

話をする機会、出前講座とかいろんな地域へ行って

お話する際にもそういったことを丁寧にお聞き取り

させていただきながら、早めの対策を取っていきた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 今の答弁は分かりましたけど

も、例えば私なんかも会社時代、勤めていた時代例

えば700か所のうち100か所が危ないよと言ったら、

その100か所の改善するに当たって、改善前の写真

を撮っておいてあと改善後の写真を撮って、我々、

例えば議員とか市民の方にこのように改善をして今

日に至ってますというようなことが、後から検証で

きるようにやってはいかがと思いますけども、どう

ですか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） 当然そういった報告書を

まとめるとかっていったことも必要ですので、そう

いった対応もしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） よろしく、事前準備のほう、

容量不足にならないようにお願いしたいと思います。 

 では２番目。 

○議長（馬場 衛） ２番目ですね、どうぞ。 

○６番（加藤治司） ２番目は、１番目の質問とち

ょっと重複しますけども、１番目の問題は事前準備

がメインで確認しましたけども、２番目は新ルール

適用後の実施後の容量不足が発生したらどうします

かということの質問がメインです。そこら辺、何か

準備されてることがありましたらよろしくお願いし

ます。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 先ほども申しましたが、現時点におきまして容量

が不足しているというごみステーションについては、

具体的には地元自治会との協議、その後、新たな箇

所を選んで増設、また新たな箇所がやはり広い場所

が必要だよということで、移設などの対応を現在し

ているところであります。今後、新ごみ出しルール

変更後も新たにこういった不足する箇所も想定され

ますので、当然地元の皆さんと柔軟に対応して、対

策を練っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 分かりました。ごみステーシ

ョンは、大きく分けて籠のタイプとネットのタイプ、

狭い場所ではネットがけするようなタイプに分かれ

ると思います。両方ともにごみが入らなかった場合、

私の近所でもそうですけども、カラスにつつかれて

非常に散乱したり、あと猫とかそういうものに袋を

ちぎられて飛散したりとか、そういうようなことが
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予想されますんで、中には非常に敏感になってる、

そのごみステーションの近くの住民もおられますん

で、そういう方に迷惑がかからないように、ひとつ

お願いしたいと思います。 

 じゃあ次、３番目へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ３番目ですね、どうぞ。 

○６番（加藤治司） 先ほどの一番最初に言いまし

たけど、現在でもルールを守らない市民の方がおら

れて、これ例えば湖西地区では資源物の回収拠点が

使用停止になって、決められた日に出すという今ま

での生活習慣から大きく変わるようなこととか、あ

とは市全体で容量が1.5倍になって遅れて持ってっ

たら入り切らないよと、例えば籠の面積、体積があ

るとやっぱり入れようと思うとその７割ぐらいしか、

上から入れるわけじゃないですから、横からいれる

籠が多いから７割ぐらいしか入らないと思うんです

よね、ぎちぎちに詰められるわけじゃないですから。

そういうふうに思っています。 

 そういうことで事前準備をやっていただいて、も

し仮にごみ出しルールの違反者が多く出た場合、ど

のように考えているのかをお聞きしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 まず、広報こさいやウェブサイト、ごみ分別アプ

リ「さんあ～る」、そういったもので広く周知を行

いまして、旧湖西地区の資源物回収拠点には資源物

を排出する市民に直接周知が図られるよう、新ごみ

出しルール変更の貼り紙を掲示する、そういった予

定でおります。また最近では、ごみ出しルール違反

の写真をごみステーションに掲示したり、そういう

ことによって違反者に直接呼びかけるということも

行っている場所もございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 言われることは分かりました。

新ルールが始まってみないと、そういうルール違反

の状況というのははっきり分かりませんけども、今

でもルール違反が多いんだから余計、体に染みつく

まで、意識するしないにかかわらずルールどおりに

できないことが多くなるんじゃないかなと予測され

ます。 

 そういう中で、いろいろ資料等を読みますとごみ

出し、どうしても守れない方が多い地区ではごみ出

し当番制とか監視カメラを設置するなどをやってる

とこもありますけども、そういうことの対応はいか

がかお聞きしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 まずごみステーションにつきましては、自治会さ

んのほうでいろいろ御足労いただいているというこ

とから、各地域において管理の仕方がやはり違いま

す。ということで、まず自治会さんと協力しながら

新ルールが守れない人への対応を、やはり考えてい

かないといけないなというのを考えております。 

 以前もやはり、ステーションによってはそういっ

た行き届かない、マナーが守られないような場所に

ついてはカメラを設置したりとか、いろんな対策を

施しているのが実情でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 市内での私のちょっと近所の

人の事例を紹介しますけども、ごみステーションの

近くに住んでいる方がルール違反の人が多いもんで

すから、自前で24時間監視できるような監視カメラ

を設置して、指導してるようなそういうごみステー

ションもあります。さすがに、そういうとこはやっ

ぱり持ってくる人も自覚するもんですから、非常に

すっきりしてるという状況です。やっぱり湖西市で

もあまりにもルール違反が多い場合には、誰がそう

いうことを多くやってて、中国みたいに監視社会に

するというわけじゃないんですけども、そういう厳

しい態度でやる可能性もあるということを見せると

いうことも、非常に意識づけには大切だと思います

んで、実際に行政に頼らず、自分でやってる市民の

方もおられるということを承知しておいていただき

たいなと思います。どうですか、そういうことに関

しては。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） 以前は、市のほうからご

み推進員さんということを選出していただいて、管
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理をしていただいたというような時代もございまし

た。当然そういったボランティア的に監視をしてい

ただく方が自然にいらっしゃる地域であれば、当然

ルールは守られるというふうにも考えておりますの

で、ぜひ地域の皆さんでそういったごみ出しルール

についても御協力いただきたいなということで、今

後、地域の皆さんと出前講座をやるなりそういった

機会にはそういったことも含めて、お話をさせてい

ただきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 市民の方に対する接触、前提

条件が性善説か性悪説かとかいろいろあると思うん

ですけども、やはり何も言わないとつい気が緩んで

守らないとか守れない人も多々いるのが、10人いれ

ば１人や２人はそういう癖のある人もいますんで、

そういうふうな見方で取り組んでいただきたいなと

思います。 

 じゃあ次、４番目へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ４番目ですね、どうぞ。 

○６番（加藤治司） 様々な理由はあると思います

けども、今自治会未加入者が増えている状況です。

私の住んでる近くの町内会長にも確認しましたら、

やっぱりそういう人も出てきてるということです。 

 自治会未加入者は、自治会で管理してるごみステ

ーションの使用ができるのか否か、湖西市の見解、

対応を伺います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 まずごみステーションにつきましては、自治会さ

んまたはアパートの管理者が管理を行っていただい

ております。どのごみステーションに捨ててよいか、

市民からの問合せには地元自治会さんに確認してい

ただくよう御案内をさせていただいております。使

用できるか否かの判断につきましては、自治会さん

に委ねられると考えております。 

 市としましては、これまで事例はございませんが

最終的には環境センターへ直接持ち込むというよう

な御案内をする考え方でおります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） ちょっと分かったような分か

らないような答弁でしたけども、私もこれだという

解決策は提案できないんですけども、やっぱり他市

の事例で見るとやっぱり体力的に自治会活動が難し

くて脱退しても、年会費は払ってそういうごみステ

ーションを使わしてもらうとか、あとはどうしても

できないのであれば、民間業者に委託するように指

導するとかいうふうなこともいろいろ事例で聞いて

ますんで、やっぱりそういう市として任せっきりじ

ゃなくてやっぱり自治会費の払える、相当分が払え

るようにしたほうが、少し安くしてでもそういう負

担費を払ってもらうようにするとか、何らかのメイ

ンの方策を自治会の方にも提示しないと、みんなそ

れぞれが好き勝手にやるとだんだん、今後未加入者

が増えてくると非常に混乱すると思いますんで、そ

うするといろいろ問題になってるごみ屋敷が増えち

ゃうとか、あとは地元のごみステーション以外のと

こに持ってって、私んとこもそういうのが見られま

す。勝手に置いてっちゃうとか、そういう行動につ

ながりますんで、やっぱり自治会に任せるのはいい

けどいずれそういうふうな、非常に困った人を多く

生むような状況になると思いますんで、そこら辺の

今はなくてもそういう指針を提示するようなお考え

はどうですか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 現在、一人暮らしの方でステーションまで行けな

い方の対応ということでふれあい収集という制度で

毎週木曜日、回収に出かけるという、申込み者約60

名の方を市のほうで対応しております。当然こうい

った方というのは、何らかの必要な方ということで

判断して対応させていただいております。 

 今議員おっしゃるように、様々な今後のことを考

えるとやはりそういった自治会に入らないでごみを

出す、出したいよとか、いろんな今後のやはり時代

は変わっていくかと思いますので、またそういった

方策を考えていかないといけないのかなというふう

には今現在考えておる次第でございます。 

 以上です。 
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○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） そういう時代に合ったような

対応を検討していただくようによろしくお願いしま

す。 

 では５番目に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○６番（加藤治司） 今後、来年の４月まで残り10

か月、第一四半期は終わってあと９か月あるんです

けども、市民への周知とか協力依頼を実施すると思

いますけども、市民に分かりやすく、また厳しく啓

発が進むような方法を検討していますか、伺います。

例えばごみステーションに新ルールの説明板を設置、

あとは家の中にすぐ分かるように、忘れちゃわない

ように新ルールの啓発ポスターを配布するとか、こ

れは優しいほうの方策ですけども、そういうことを

考えておられるようでしたらお願いします。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） まず、今議員おっしゃっ

たようなごみステーションに新ルールの説明板とい

う設置については、直接やはりごみを出す市民に目

で見えて伝えることができるということから、積極

的に実施させていただきたいと考えております。 

 また、議員の提案を踏まえ、各世帯に配布するご

みカレンダー、ごみガイドブック、これが毎年表紙

が同じ絵柄で、なかなかそれほど大きな変更点がな

ければあまり開いていただけないという実情がある

というふうに聞いておりますので、例えば表紙の絵

とかいろんなところで、今回ルールが変わったよと

いうインパクトを与えるようなそういった内容に更

新するという中で、分かりやすく中身も伝わるよう

な内容を検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 配布したものはぽいって置い

て、そのまま埋もれちゃうということも多々あると

思いますんで、例えばシールみたいにして貼るとか、

何か一工夫していただきたいなと思います。 

 先ほど言いましたように、今年度も第一四半期が

終わって残り９か月後に新ルールが開始になるんで

すけども、一番最初に言いましたように可燃ごみが

やっぱり今の1.5倍、昨日なんかも草、枝とか収集

日でしたけどごみステーションにいっぱいになって

るんですね。プラの日も圧縮してないもんですから

いっぱいになってるということで、それが可燃物と

一緒になると大体こんなふうになるなっちゅうイメ

ージが湧きます。そういうことで、今回もしつこく

お願いしてるわけですけども、最初に言いましたよ

うに真面目に取り組んで、例えば大きくなった45リ

ットル入りの袋に入れて持ってってもそれが入らな

いとかそういうことがないように、事前の準備をお

願いしたいと思います。 

 あと、湖西地区のいつでもから決められた日に資

源物の回収がなりますけども、ここら辺やっぱり、

長年体に染みついた習慣はなかなか治らないよとい

うことを前提に、いろいろ対応を考えていただきた

いなと思います。誰でもそれはそうなんですよね、

長年やってきた習慣が明日からこう変わるから、指

示に従えって言ってもなかなかそうはいかないと思

います。 

 そういうことで、今回ポイントは1.5倍の可燃ご

みになる、あとは資源回収がいつでもから決められ

た日時、これはなかなか生活習慣を変えるのは難し

いよということとその対応をお願いして、質問を終

わりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 以上で６番 加藤治司君の一

般質問を終わります。 

 ここで、少しお昼に早いですが休憩を取らさせて

いただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

再開を13時とさせていただきます。 

午前11時52分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 次に、15番 荻野利明君の発言を許します。 

  〔15番 荻野利明登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、15番 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 15番 荻野利明です。私は日

本共産党を代表いたしまして、一般質問を行います。
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今回も２点について質問をいたします。 

 まず１点目、国保税の均等割額について、市の考

えを伺いたいと思います。 

 質問しようとする背景、経緯、国民健康保険税は

所得割（所得に応じた金額）と均等割（加入者の人

数に応じた金額）、平等割（１世帯当たりの金額）

の制度であり、子供が増えると負担が増える制度に

なっています。この均等割について市の考えを伺い

たいと思います。 

 質問の目的、今少子化が問題になっています。子

供を産めば産むほど負担が増える、これでは少子化

対策に逆行した制度です。この制度を今後も続けて

いくのか伺いたいと思います。 

 質問事項の１点目、子育て支援の観点から見た国

保税の均等割保険税に対する認識をどう考えている

のか、まず伺いたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。市民安全部長。 

  〔市民安全部長 山本健介登壇〕 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 子育て支援の経済的負担を軽減するため、令和４

年４月から未就学児の均等割保険税を６歳に達する

日以降の３月31日まで、５割分を軽減させる制度を

施行しており、国や県の指針に沿って適切に行って

いると認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 伺います。普通のサラリーマ

ン、健康保険ですね。それとか皆さん方、共済組合

のでやってるこういうのに均等割、平等割というの

はありますか。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 一般的ないわゆる社保と呼ばれるものにつきまし

ては、主に収入におきましてのものとなっておると

認識しております。よりまして、均等割というもの

はないというふうに認識はしております。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） そのとおりです。だから負担

が大きいんですね、国保というのは。１世帯で幾ら、

１人当たり幾ら、子供が増えれば増えるほど負担が

増えてくわけですよね、そうですよね。 

 そういった意味で、国保、この加入者というのは

本当に国保というのは重い、高い、そういうふうに

言うんですね、どなたも。ですから、この辺という

のは考えていただきたい。県のほうでやってるから

駄目だって、駄目じゃなくて。今基金って３億

5,000万円ぐらいありましたよね、たしか。そうい

ったものを使ってもいいわけですから、ぜひ１人で

も２人でも軽くしてあげてほしいなというふうに思

います。 

 じゃあ２点目。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○15番（荻野利明） 未就学児の均等割保険税の軽

減措置を未成年まで拡大する考えはないか、伺いま

す。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 この国民健康保険制度自体は、国が法改正や制度

設計を行っているものでございますので、国が責任

を持って行うべきものであると考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） だから湖西市は関係ないと、

国に言われたようにやるということだというふうに

思います。生まれたばかりの子供の保険税を半減に

すると、半分にすると、これはいいことだと思うん

ですね、だから18歳までは例えばなくせといっても

無理だと思うんですけども、半分にするとかそうい

った考え方というのは持っていただきたいなという

ふうに思います。よろしくお願いします。 

 では３点目、均等割を廃止して子育て世帯の負担

を軽減する考えはないか、伺います。 

○議長（馬場 衛） 市民安全部長。 

○市民安全部長（山本健介） お答えいたします。 

 国民保険制度は、静岡県と県内市町が共同保険者

となって運営しており、県内市町の統一的な運営方

針である静岡県国民健康保険運営方針に基づき、安

定的な財政運営と国保事業の広域的・効率的な運営

を担っております。 
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 現在、県の運営方針の中で保険料の標準的な算定

方法が示されているため、市独自に均等割を廃止す

ることは考えておりません。 

 なお、市独自に就学時以上の子育て世帯の均等割

分を軽減する場合には、そのための財源が必要とな

りますが、財源確保の方法として国保税率の改正、

または一般財源からの繰入が考えられます。その場

合、子育て世帯以外の国保被保険者または国保加入

者以外の社会保険加入者や後期高齢者医療加入者か

らも負担を求めることとなり、負担増となる市民か

らの同意を得ることが難しいと考えられます。 

 したがいまして、先ほど申しましたとおり国が責

任を持って法改正を行い、財源措置を行った上で実

施すべきものであると考えます。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） すみません、できないことば

っかり言ってしまって。 

 でもこの均等割の問題、全国市長会、１兆円の支

援を国に要望してるんですね。この１兆円というの

は全国の均等割、全部合わせると１兆円近くになる

んですね、それで市長はそれを支援してほしいと、

全国の市長もそう言ってるわけですよね。ですから、

できないといったらできないだろうけども、しかし

市長がそうやって言ってるんですから、皆さんも努

力していただきたいと、我々もちろん政治家ですか

ら支援、１兆円出してくれれば本当に安くすること

ができるわけですから、子供が多ければ多いほど負

担が増えてしまう、こんな制度というのは絶対おか

しいですから、ぜひその辺を考えて少しでも安くす

る、健康保険、全部所得だけで決まっちゃうわけで

すよね、ところが国保というのはそれ以外からも取

るわけですね。この国保が創立するときに、国は応

分の負担をしなければ成り立たない、そう言ってい

たにもかかわらず、1984年かな国保の改正をやって、

そういったことに対して支援をしなくなった、むし

ろ加入者に負担を押しつける、こういうことをやっ

たからますます負担が重くなっているわけなんです。

皆さんみたいに高給取りなら大したことないだろう

と思うんですけども、本当に国保に入っている人と

いうのは無職だったり派遣の労働者、お年寄り、そ

ういった人が入ってるわけですからどだい無理な話

なんですね、そう簡単に払えって言われても。ぜひ

ともその辺も考えて、市長と一緒になって国に対し

て１兆円よこせということをぜひお願いをしたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） この項はよろしいですか。 

○15番（荻野利明） はい。 

 じゃあ２点目。独り暮らしの高齢者を支えるため

に。 

 質問しようとする背景や経緯、湖西市内の独り暮

らしの高齢者が、これまで以上に増えることは簡単

に予想されます。もちろん元気に暮らす高齢者もい

れば、病気を抱えた高齢者、経済的問題を抱えた高

齢者もいます。こうした高齢者をどう支えていくの

か心配です。増え続ける独り暮らしの高齢者が安心

して暮らせるようにしていただきたい。 

 質問の目的、独り暮らしになっても安心して暮ら

せる湖西市になってほしいからです。 

 質問事項１、現在、湖西市内に住む独り暮らしの

高齢者が何人いるのか、男女別で教えていただきた

い。また、このうち生活保護世帯は何人いるのか教

えてください。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 令和５年４月１日時点におけます住民基本台帳上

の65歳以上、独り暮らしの高齢者は全体で3,235人、

3,235人でそのうち男性が1,309人、1,309人、女性

が1,926人、1,926人となっております。そのうち、

生活保護世帯の65歳以上、独り暮らしの高齢者は49

人で男性が27人、女性が22人となっております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） じゃあ２番に。 

○議長（馬場 衛） ２番ですね、どうぞ。 

○15番（荻野利明） 独り暮らしの高齢者にとって

心配なこと、悩み事など相談できるお隣さんがいる

ことが大切です。ところが、なかなかそうしたお隣

さんがいない、できないなど相談事があってもどこ
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に相談すればいいのか分かりません、身近な相談は

どこへ行けばいいのか、教えてください。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 独り暮らしの方に限らず、高齢者の方の総合相談

窓口として、市内４か所の特別養護老人ホームに地

域包括支援センターを委託しております。 

 地域包括支援センターではケアマネジャー、社会

福祉士や保健師などが中心となり、介護のこと、健

康のこと、お金や財産の管理などの相談窓口となっ

ていただいています。 

 また、相談内容に応じて適切な関係機関へつない

でいただいたり、必要な支援について情報提供を受

けられる仕組みとなっております。 

 地域包括支援センターは、お住まいの地区ごとに

区割りされておりますので、相談される際にはその

方がお住まいの地域を管轄する地域包括支援センタ

ーへ御相談をいただければと思います。 

 市といたしましても、地域包括支援センターを認

知していただくため、市ウェブサイトや広報紙への

掲載のほか、本年10月１日から地域包括支援センタ

ーの区域変更に合わせてチラシを配布するなど、ま

た民生委員の皆様方にも御協力をいただきまして、

市民の皆様への周知に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 独り暮らしのお年寄りで、今

部長が言われたこと知ってると思いますか、恐らく

知らないだろうというふうに思うんです。今度、４

つ決まってるって言いましたけども、私のとこ、三

ツ谷ですけども変わりますよね、たしか。そういっ

たことを誰が知ってるんですか、独り暮らしのお年

寄りが。私、いろんな制度があるのは知ってますよ、

インターネットで見ましたから、でもそれ知らない

人のほうが多いんじゃないですかね、70、80になっ

たお年寄りが、そこを私は聞きたいんですね、どう

するのかと。幾ら広報紙でやったってインターネッ

トでやったって、見ない人は見ないわけですから、

知らないと思うんですよね、その辺をどうするのか

とお聞きしたいわけです。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 議員御指摘のとおり、高齢者の方につきましては

やっぱりデジタルに不慣れなところがございまして、

市の配信してますウェブサイト等を見ることができ

ないということは十分承知をしております。そのた

め、今回の地域包括支援センターの区域割れの変更

に合わせまして、アナログですがチラシをつくりま

して、これを配布して周知をしてまいりたいと現時

点では考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） それはあれですか、電話をす

るんですか、その紙を見てそこの施設へ。それに遠

ければそこまで行けないし、そういったことはどう

するんですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 まずチラシに書いてあります自分の所管する地域

包括支援センターにお電話いただける方はお電話を

まずしていただいて、電話相談を受けさせていただ

きます。それからそこの施設に行けない方は、訪問

ということも対応させていただくようになっており

ますので、お出かけができない方については自宅で

面接をさせていただくようなことも対応しておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） それでもできないと思うんで

すね、お年寄りの皆さん。独り暮らしで暮らしてい

れば、なかなか皆さん方は分かってるから簡単にそ

う説明しますけども、全く分からない人にそう言わ

れたって分からないと思います。ですから、その辺

のこともこれから考えて、やっぱり独り暮らしのお

年寄りっていうと民生委員の皆さんが一番よく分か

ってるんじゃないかなと思いますので、そうした人

にもお願いして、ぜひ困らない、どんなことでも相

談できるそういう体制をつくっていただきたいとい

うふうに思います。 
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 では３番目。 

○議長（馬場 衛） ３番目ですね、どうぞ。 

○15番（荻野利明） 行政のデジタル化が進むと、

高齢者にとって何が何だか分かりません。こうした

高齢者にどう対応していくのか、教えてください。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（安形知哉） お答えをいたします。 

 デジタルの取扱いを苦手とする高齢者の皆様にも

デジタルサービスを利用していただけますよう、引

き続き配慮を行ってまいります。 

 サポート面では、令和３年度から開催しておりま

すスマホ教室に加えまして、今年の７月からお近く

の郵便局窓口スペースにおきまして、個別にスマホ

操作の支援を行う取組を開始をいたします。 

 電子申請などの操作支援のほか、健康増進や介護

予防につながる情報などをスマホで取得、利用する

ためのお手伝いをいたします。 

 一方、どうしてもデジタルサービスの利用が困難

な方には、これまでどおり窓口での申請ができるよ

う配慮をしてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 荻野利明君。 

○15番（荻野利明） 何言っても無駄ですね、だっ

て独り暮らしでおる人が役所へ行ったり電話したり、

大体何を聞きたいか説明もできませんよ、年寄りに

なると。そうした人にどう対応できるのかね、役所

が。 

 いいや、もう疲れました。終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で15番 荻野利明君の一

般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 次に、３番 寺田 悟君の発

言を許します。 

  〔３番 寺田 悟登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、３番 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ３番 寺田 悟です。よろし

くお願いします。 

 今回、私が一般質問する項目は大きく２点ありま

す。１点目が中学校部活動の地域移行について、２

点目が減災、犯罪抑止に向けた防犯カメラの活用等

についてということです。まず１点目から説明させ

ていただきます。 

 主題、中学校部活動の地域移行について。この質

問に先立ち、６月２日、台風２号の影響による長時

間に及ぶ線状降水帯降雨によって被災された市民の

皆様、またいまだに原状回復できずに不安に生活さ

れてる市民の方々に対し、心からお見舞い申し上げ

ますとともに、当日、不眠不休で対応された職員の

皆様、継続対応されてる職員と業者の皆様に厚く御

礼申し上げます。 

 さて、教職員の働き方改革による国が2023年から

2025年度を改革推進期間と位置づけし、県・市の教

育委員会をはじめ各関係機関が連携し、中学校部活

動のスムーズな地域移行と経済的・質的格差の解消

実現に向けて、鋭意取り組んでいるところと存じま

す。また、先月30日に新聞紙面にはこの夏、県総合

体育大会に地域スポーツクラブの参加が認められ、

15競技約200のクラブが参加見込みなどと掲載され

報道されていました。 

 令和４年12月の定例会において、一般質問に対す

る答弁において、協議会を立ち上げて検討していく

とのことでありましたので、協議会の概要を伺うと

ともに、地域移行に係る各種課題を確認させていた

だきます。 

 この質問の目的、生徒やその保護者に負担をかけ

ることなく、スムーズな地域移行が図られるよう、

その進捗状況や課題を確認し、子育て家庭や地域ク

ラブ等、関係者の不安解消に役立てていただきたい

と考えております。 

 続いて質問させていただきます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 協議会の設置時期、構成、協

議スケジュールについてお答えください。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。教育長。 

  〔教育長 渡辺宜宏登壇〕 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 今年の秋頃までに協議会を設置し、委員には学校

関係者、あと保護者、スポーツ協会、スポーツ推進

委員、文化協会、関係課職員など関係する方々にお
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願いしたいと考えております。 

 協議会は、移行期間の令和７年度末までに３か月

に１回程度のスケジュールで実施をしていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ただいまの答弁ですと、令和

７年の末までに３か月に１回程度の割合ということ

なんですが、大変ゆっくりなペースだというふうに

感じるんですけども、この中学生、これから中学に

上がる生徒たち、一年一年それぞれ進級していくわ

けです。そうすると、子供たちにとってはすぐ目の

前のことであり、その親御さんに至っても目の前の

ことなんですがその辺はいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 本当に身近なもの、すぐ目

前のものだというふうには認識をしてます。ですの

で、この協議会を打ち立てながら保護者の要望ある

いは意見、あるいは子供たちの要望あるいは意見、

こんな協議をしたい、あるいは親のお金がかかると

困るかなとそういうふうないろんな事柄を吸い上げ

ながら、やり取りをしながらしっかりしたものにし

ていきたいというふうに思ってるもんですから、あ

る程度、期間を置いてというかいろいろ調査をしな

がら、それぞれのところの意見を聞きながら進めて

いきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 当然ですね、大きな問題だと

思いますので、子供たち、保護者の皆さんが安心で

きるような形で事を進めていただきたいと思います

けども、できるだけ早く、そして過程過程でそれを

公開していくような形で、お子さん方や保護者の皆

様が安心してそれを見守れるような形で、分かりや

すく公開してスケジュールを進めていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

 続いて２問目、よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） ２問目、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 次に、本件は教職員の働き方

改革である一方、子育て支援、中学生が地域住民や

高齢者などと関わることによる地域活性化、市民の

連帯意識の向上にもつながり、湖西市の未来に関わ

る重要な案件です。 

 中学校部活動の地域移行が成功するか否かは、行

政側の手腕次第とも言えます。市役所内において、

関係部署における横断的な体制づくりはされている

のか、お答えください。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 本市に合った学校部活動地域連携、地域移行の在

り方を具体化していくために、学校教育課が主体に

なってスポーツ・生涯学習課、文化観光課など関係

課とも連絡を密にしながら、効果的に検討を進めて

まいりたいと思います。 

 また、令和５年度から学校部活動の地域連携や地

域移行の検討を専門とする指導員を学校教育課に１

名配置をしました。勤務場所をスポーツ・生涯学習

課とすることで、学校教育課とスポーツ・生涯学習

課が連携を密にすることができており、現在、市内

の各部活動の教職員代表者から、部活動の状況につ

いて意見交換をしているところであります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 今、学校教育課、スポーツ・

生涯学習課、そういったところが中心になってとい

うことなんですが、中学生が対象であるということ、

またその部活動、いろんな分野があると思うんです

が、運動系、文化系、そういったことを考えたりま

た地域との交流、そういったことも考えて、また外

国人の方、在日外国人の方も見えると思います。そ

ういった方との交流、そういったことも考えると多

岐にわたって各課が連携して、横のつながりがあっ

たほうが私はいいと思うんですが、例えば芸能文化

とかモノづくり、そういうことであれば産業部です

し、高齢者、障害者交流ということであれば健康福

祉部、デジタル、公共施設の管理といえば企画部、

地域交流とか多文化共生とかそういうことになれば

市民安全部、地域の活性化や移動手段、公共バス、

そういったことも考えれば都市計画部、また園芸や

自然、動物保護、そういったことも考えれば環境部、
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またけがとか熱中症対策、そういったことも考えれ

ば消防、病院、そういうことが関係してきます。で

すから、その辺はもっと横断的にたくさんの人材を

集めてもっと広域的に考えると、体制をつくると、

そういったお考えはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 将来的にはそういう形にな

るかも分かりませんけども、今現在、立ち上げて今

からやろうという時期なので、まず直面した運動・

文化、そんなところの学校内にある部活動、そんな

とこを中心に今のところ、最初は進めていきたいな

と。必要があれば、また言われたようなほかの課へ

もどんどん広げていきたいなというように思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 分かりました。じゃあ最初の

立ち上げという段階で始めるということで、それを

だんだん広げていっていただけるというふうに認識

いたします。 

 ３つ目で。 

○議長（馬場 衛） ３つ目ですね、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） ３点目、現時点で市として把

握している課題は何か教えてください。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えします。 

 文科省がガイドラインに示しているように、まず

は休日の部活動の地域連携、地域移行に向けた環境

整備を目指していきたいというふうに考えておりま

す。 

 その際、課題となるものは、まず大きなものは指

導者の確保と指導者の資質向上であるというふうに

思っております。そのために、地域の指導者の方を

見つけたり、現在、中学生の受皿となっていますジ

ュニアスポーツクラブなどでどのような受入れが可

能であるか、こんなことを協議したり、本市の実態

をよく把握した上で実現可能な方法を協議会の中で

検討していく必要があるというふうに考えておりま

す。 

 また、地域移行した場合に、指導者の報酬はどう

なるんだ、あるいは活動場所はどうなるんだ、費用

はかかるのかと、あるいはけがをした場合、その保

険の加入は誰が負担するんだ、保護者が負担するの

かとか、平日の学校の部活動と土日の地域による部

活動の指導方針や指導の方法など、すり合わせてい

かなきゃいけないじゃないのかなというふうにも思

いますし、子供たちのつながりがどうしても広域に

なってきますよね、地域部活になると。そうすると

土日の部活による人間関係トラブル、これって一体

どういうふうに対応したらいいかって、やはり各学

校でやらなきゃいけないと思いますけども、そうす

ると他校との指導とかそういった部分にもつながり

かねないというような、いろいろな課題っていうの

ありますけども、課題を考えてると一歩も踏み出せ

ませんので、まずできるところから一歩ずつ踏み出

しながら課題を解決していくというふうな形を取っ

ていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 今教育長がお答えいただいた

ように、たくさんの課題があります。こういったこ

とはお子様たちも保護者の方たちも皆さん不安に思

ってます。ですから、そういったとこもオープンな

形で分かりやすい説明をしていっていただきたいと

思います。 

 それと運動系と文化系とどうしても部活動も分か

れていますし、現在、受皿となるそういったクラブ、

そういうのあるところとないところ、湖西市に。そ

ういった関係もありますので、そういった受皿につ

いてもしっかりと選定、選択して皆さんが不公平の

ないように、そして経済的、私的の格差がないよう

に、その辺のとこ重々お願いしたいと思います。 

 次よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 次の４項目め、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） ４点目お願いいたします。地

域移行に当たっては、生徒や保護者、地域の既存ク

ラブなど当事者の意見を聞くことが重要と考えます

が、どのように把握していくのか。また、その結果

をどのように公開するのか、その点のお考えをお聞

かせください。 
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○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをします。 

 生徒、保護者には協議会の意見を踏まえて、アン

ケートを実施し、学校部活動に対してどのような思

いだとかどのような要望を持ってるかなど、傾向を

調査する予定であります。地域のクラブの指導者、

ジュニアスポーツの指導員などにも御意見を伺って

いく予定でございます。 

 結果につきましては、広く市のウェブサイトやＳ

ＮＳなどにて生徒や保護者に周知をするとともに、

協議会の中には学校関係者も入ってますので、学校

の中での説明、そんなことも保護者にはしていきた

いなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） そのアンケートは、いつ頃行

う予定でいますか。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 先ほども申しましたけども、

この協議会を発足するのが秋ですので、それまでに

いろいろな資料等を集めて、その中で協議しながら

こんな形で取っていこうというふうな形になります

ので、協議会が招集された秋以降ということになろ

うかなと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 秋以降ということなんですけ

ども、結局令和７年末頃に移行と、始まるというこ

とですがその間にも生徒が卒業したり、また新しく

入学してきたりということで、また子供たち、保護

者も替わりますので、その都度そういったアンケー

トを継続して、長期的に複数回お願いしたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 以上で４番終わります。 

○議長（馬場 衛） じゃあ５番目。 

○３番（寺田 悟） じゃあ５点目。現在、中学校

部活動における各種大会の受賞記録は、当該中学生

の調査書実績に反映され、進路決定の大きな要因に

もなっています。地域移行後も同様の取扱いとなる

か、御説明ください。 

○議長（馬場 衛） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 静岡県教育委員会では、公立高等学校入学者選抜

において、選抜資料の一つとして調査書を上げてお

ります。その諸活動の記録という欄がその調査書に

はあるわけですが、諸活動の記録の顕著な実績にお

いて、学校内外における文化的活動、体育的活動、

ボランティア活動などを記入することにそこになっ

てます。そこには、今言ったボランティアだとか体

育的な活動、あと文化的な活動、その顕著なものを

載せるような形になっております。現時点において

も学校内外の活動の顕著な実績を記入することが可

能となっております。 

 高校入試の諸制度の見直しは、県の教育委員会が

行っております。現在のところ、変更については聞

いていない、だから今までどおりという状況になっ

ております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 分かりました。いわゆる調査

書というのは、昔よく内申書と言われていたもので

すが、この地域の部活動、地域移行とかコロナ禍も

ありましたですが、いろいろそういった大会、文化

系にしても運動系にしてもいろいろと機会がなくな

ったということがあって、そういったとこに反映で

きないということもあったと思います。これからは、

そういったこともないように、できるだけ生徒たち

にいろんな機会を与えて、そういったとこにそれぞ

れの個性、記録が載るように、またそれで不利な状

況にならないようにそれは御検討願います。 

 これで終わりますので。 

○議長（馬場 衛） よろしいですか。 

○３番（寺田 悟） それで最後ですね、この質問

の終わりに冒頭にも話しましたが、今回の県総合体

育大会の地域スポーツクラブの参加が認められ、15

競技、約200のクラブが参加見込みと報道されてい

ました。本件は教職員の働き方改革である一方、子

育て支援、地域活性化、市民の連帯意識の向上にも

つながり、職住近接を上げる湖西市の未来に関わる

重要な案件です。 
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 子供ファースト、子育て支援目線で生徒とその保

護者に負担をかけない方策での部活動のスムーズな

地域移行と経済的・私的格差の解消実現に向けて、

スピーディーな協議会の進行を強くお願い申し上げ

ます。 

 本件で一般質問１件目を終わります。 

○議長（馬場 衛） 主題１は終わりですね。 

○３番（寺田 悟） はい。 

○議長（馬場 衛） それでは、主題２に行ってく

ださい。 

○３番（寺田 悟） 続いて、減災、犯罪抑止に向

けた防犯カメラの活用等についてということをお願

いします。 

 質問しようとする背景と経緯、先月、長野県長野

市において高齢女性２名が刺殺され、現場急行した

警察官２名が殉職するという痛ましい事件がありま

した。亡くなられた４名の方々には、心より御冥福

をお祈り申し上げます。 

 しかし、今回と同様の事件は全国どこで発生して

も不思議ではありません。この湖西市においても発

生するかもしれません。近年の問題である少子高齢

化、人口減少、経済活性化への対策である職住近接

の移住定住を促進するには、市民の皆様が安心して

安全に暮らすことができるまちであることが必須条

件の一つであることは言うまでもありません。 

 街頭防犯カメラを活用し、沿岸の主要地点や主要

道路、主要交差点、ハザードマップに基づく被災予

測主要地点、公共施設及び同周辺に遠隔操作及びモ

ニタリングできるシステム、市、消防、警察がお互

いにリンクし、情報共有できるシステムがあれば大

震災発災時や大規模事件・事故発生時に市民に対す

る安全な避難誘導、迅速な救援救助、的確な二次災

害防止措置、市民の命に関わる早急な対応が可能に

なると考えます。また、個別に事件・事故が発生し

た場合、その後の事件捜査や真相の究明に大いに役

立ち、犯人の早期検挙、真実の早期解明につながる

ことは被害者とその家族、一般市民の不安を解消し、

安心・安全で平穏な生活を取り戻すことにもなりま

す。 

 近年では闇バイトによる高齢者とかを狙った住宅

侵入の強盗事件や白昼、貴金属店を狙った強盗事件

が多発してるほか、高齢者を狙った訪問型特殊詐欺

事件もいまだ後を絶ちません。こうした悪質な犯罪

者たちから身を守り、大切な財産を守るためには各

家庭における防犯対策が必要不可欠と考えます。こ

うした防犯対策を加速推進するに当たっては、経済

的負担を軽減するために各家庭への補助金制度の導

入による町ぐるみの持続可能な安心・安全都市づく

りを推進することが必要と考えます。 

 質問の目的、街頭防犯カメラの活用や各家庭にお

ける防犯対策に係る補助金制度を導入し、当市を災

害や犯罪抑止に強い持続可能な安心・安全都市にす

ることを目的としております。 

 続いて質問。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） １つ目、湖西市における公共

の防犯、または防災カメラの設置箇所数と設置台数、

録画映像の確認方法について御説明ください。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 湖西市における公共の防犯または防災カメラの設

置状況につきましては、市のそれぞれの施設におい

て必要と認められる箇所にそれらの施設の所管部署

が設置を行っており、24施設において101台の常時

設置を確認しております。また、録画映像の確認方

法につきましては、平時には確認しておりませんが

有事に際しまして必要に応じて映像の確認を行って

おります。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） カメラの設置台数が24か所

101台ということなんですが、これは防犯カメラ、

防災カメラ、それぞれ特化したカメラなんでしょう

か、何台ずつなんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 防犯カメラにつきましては99台、防犯カメラにつ

きましては99台、防災カメラにつきましては２台、

防災カメラ２台。 

 以上であります。 
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○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 防犯カメラ99台、防災カメラ

２台、台数にかなり差があると思うんですが、さら

にまたこの全体的な台数もかなり少ないと考えます

けども、この辺はいかにお考えですか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 施設における設置につきましては、それぞれの所

管部署が必要と認める台数をつけておりますので、

それぞれ今後、その施設におきまして必要と認める

場合にはそれぞれの施設がつけていくこととなると

思います。また、防災カメラにつきましては今、常

設のものは２台でございますが、１台は海釣り公園、

それから１台は道の駅につけております津波監視カ

メラでございますが、ただいま実証実験で１台、三

ツ谷のアンダーパスのところに１台つけておるもの

が実証実験中のものですので、それとは別について

おります。また今後、そういったものにつきまして

は必要に応じてつけていくことを検討していきたい

というふうに考えております。 

 以上になります。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） カメラの増設とかそういうこ

とについては、次の２番目にもかかってくるんです

けども、併せて２番目もよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○３番（寺田 悟） その施設に応じて必要な数と

いうことなんですが、主要な交差点、それから災害

重点区域、そういったとこ含めて今後、防犯カメラ、

防災カメラそういったもの、また防災カメラを搭載

したようなドローンだとか、そういったものを購入

して活用していくというお考えはありますか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 これまで、先ほどの答弁と一部重複いたしますけ

れども、これまで防犯カメラにつきましては防犯協

会、市の設置分以外で申しますと防犯協会による通

学路への設置も行っております。それから、先ほど

申しましたとおり市役所をはじめとした公共施設の

設置につきましては、引き続き各施設で検討してい

くということになろうかと思います。 

 また、防災カメラにつきましても現在行ってる津

波の監視のカメラであったりとか、実証実験でつけ

ております冠水を監視するカメラなども効果を見て、

今後放置するかどうかというのは検討してまいりま

す。 

 また、今後も引き続きまして防犯協会やそれから

消防本部のほうでつけるもの、それから教育委員会、

教育機関などとも連携をしつつ、市内の必要箇所へ

の設置につきましては検討してまいりたいと考えて

おります。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） ぜひともカメラをもっと増設

していただいて、市民の方が安心・安全に暮らせる、

また発災時にはいろいろな箇所の防災、どういう危

険な状態なのかということを市が早く把握できるよ

うに、その辺はお願いしたいと思います。 

 次に、３番目です。 

○議長（馬場 衛） ３番目ですね、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） ３点目、大震災発災時や大規

模事件・事故発生時における市、消防、警察などの

関係機関での防犯カメラの画像情報の共有の必要に

ついてはどのようにお考えか、教えてください。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 大規模事件、事故発生時における防犯カメラ等の

画像情報につきましては、警察や消防本部からの要

請に応じて、市で管理している情報を提供する予定

であります。また、大震災発災時における警察署や

消防本部管理をしている防犯カメラの画像情報の提

供につきましては、プライバシー保護を考慮しつつ、

提供可能な範囲で情報を頂けるように市からもお願

いをしております。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 実際に、東日本大震災のよう

な大きな規模の震災が発生した場合、お互いに協力

を得るということで、その後から画像を共有すると

いうようなことで、すごく遅くなってしまうと思う
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んですよ。ですから、その辺をリアルタイムに共有

できるようなそういうシステム、そういったものは

お考えないでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 現時点におきましては、相互に通信回線を持って

共有するというようなことは考えておりません。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 現在は考えてないということ

ですが、今後そういうことが必要になってくると思

いますので、そういうことも十分検討の上、市民の

皆様の安心・安全、命、財産を守るために必要だと

いうことで予算化も考えていただきたいと思います。 

○議長（馬場 衛） じゃあ４項目め、どうぞ。 

○３番（寺田 悟） 市民の生命と財産、凶悪卑劣

な犯罪者から守るために、家庭用防犯カメラの設置、

窓ガラスの強化ガラス化、センサーライトの設置な

どセーフティ住宅化の支援となる家庭用セキュリテ

ィシステム設置補助金制度の早期導入が必要と考え

ますがいかがでしょうか、お考えをお願いします。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 家庭用防犯カメラの設置、窓ガラスの強化ガラス

化、センサーライトの設置等の支援につきまして、

防犯対策として大変有効であると認識しており、国

や県、他市町の動向をうかがいつつ、情報収集に努

め、今後研究してまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 研究していくと今答弁いただ

きましたけども、そういうことは前向きに導入を考

えていただけるということでよろしいんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） まずは他市町の動向も

ございます。それから費用対効果の部分もございま

すので、そういったところから研究をしてまいりま

すということで御理解いただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） まちのそういう防犯化という

のは、防犯カメラの設置もそうですけども市が全部

やろうとすると大変な予算と期間もかかります。ま

た、場所の選定とかそういったことも大変ですけど

も、各家庭が独自に自分の身を守るという観点から

防犯対策をしていただければ、それに対して何割か

の負担ということで補助金という制度をつくれば、

そのほうが一気に防犯カメラの台数も増えますし、

それぞれの家庭のセキュリティも進みますので、ぜ

ひともそこは前向きに考えていただきたいと思いま

す。いかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 危機管理監。 

○危機管理監（山本健介） お答えいたします。 

 先ほども申しましたとおり、そこら辺の費用対効

果の部分もございます。一概にちょっと、今現在す

ぐ行いますというお話もできませんので、引き続き

研究をさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 寺田 悟君。 

○３番（寺田 悟） 分かりました。それは市長に

もしっかりとお願いしたいと思います。 

 どうもありがとうございました。最後に、皆さん

質問にお答えいただきありがとうございました。 

 自然災害や犯罪抑止に強い、安心・安全都市づく

りを加速・推進して、市民の命と財産を守るために

は街頭防犯カメラの設置増設、家庭用セキュリティ

システム設置補助金制度導入と併せて、消防関係施

設の充実及び消防装備の充実をすることも大変重要

であり、必要不可欠だと私は考えます。 

 市民の命と財産を守るためにも、早急な予算化と

対策の推進を市民を代表して強くお願い申し上げま

す。 

 今回の長時間、線状降水帯降雨による人的被害は

なかったものの、湖西市においても大小多くの被害

がありました。私もいろんな箇所を見にいってきま

した。いまだ回復が進まず、大変苦労されてる市民

の方が大勢いらっしゃいます。まずは、職員の担当

の方々にもまだ行ってない現場があればそこに、現

場に足を運んでいただき、実際に見ていただいて被

災者に寄り添った対応をぜひお願いしたいと思いま



１０３ 

す。そこから支援というのは一歩始まると思ってま

す。 

 市民は行政を信じていますので、皆さんよろしく

お願いしたいと思います。どうもありがとうござい

ました。 

○議長（馬場 衛） 以上で３番 寺田 悟君の一

般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 以上で本日の日程は終了いた

しました。本日はこれにて散会いたします。お疲れ

さまでございました。 

午後１時57分 散会 

───────────────── 


